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は じ め に
「豊かな人間性の育成」 「ゆ とりあるしかも充実 した学校生活」 「基礎i的・基本的な内容の
重視」を目ざし,昭和55年度の4月か ら,新 しい教育課程が,2か 年間の移行期を経て,完 全
に実施される運びとなった。
この新教育課程が生み出された背景には,「 落ちこぼれさせないためには,い ま何をなさね
ばならないのか」 とい う切実な課題があると同時に,こ の教育課題が,各 地において,ど のよ
うな形において子どもたちの目の前で具体化されて行 くか,教 育関係者以外の人kか ら注目さ
れ,現場における実践者の力量を問われる正念場を迎えているとい う事情がある。
この期にあたって,算 数教育は一体 どのような方向で 展開されなければ ならないのだろ う
か。
この新教育課程のもつ構想を実現するための新学習導要領指,な らびに これを受けて具体化
された教科書をみながら,小学校算数科におけ る統計指導に焦点をあて,実 証的研究を考慮 し
ながら,この研究を進めてみたいと考える。
1.統計的考察のもつ意義
小学校算数科における統計的考察のもつ意義はきわめて大きく,今 日では,新 聞 ・ラジオ ・
テレビの報道機関はもちろんのこと,あ らゆる面において統計が作成され利用されつつあるこ
とを考えれば,そ の意義は大きいと考え られる。生活の中の1つ の事象をもって しても,統計
と無関係なものはあ り得ない状況になっているとも考えられる。
したがって,統 計的な考え方や処理のしかた も,小学校の時点か ら,子どもたちが日kの生







では,統 計的内容を正しく理解することが 困難になるし,ま して生活を合理化する上におい
て,そ れらの資料を生かし,活用するためには,統計的な知識 ・考察 ・処理の諸能力が絶対に
必要になるだろ う。
もしも,その見方や考察を誤 ってとれぽ,収集 した 目的に反 した結果を生むばか りか,統 計
を誤用する結果にもなる。
このような見地からすれば,今後における社会に生Lる 諸事象に対処 し,それを解決 してい




において 「生活の中に現われる事象を 統計的に考察 し,処 理するための能力」 の育成を 目ざ
し,次 のような内容を,各 学年段階に分け示 している。
第3学 年,Dの(2),ア,イ,
(2)資料を表やグラフで分か りやす く表した り,それらをよんだ りすることができるように
する。
ア.日 時,場所などの簡単な観点か ら分類した り,整理 して表にまとめた りすること。
イ.棒 グラフのよみ方及びかき方を知ること。
第4学 年,Dの(3),ア,イ,ウ,
(3)目的に応 じて資料を集め,分 類整理 した り,特徴を調べた りする能力を伸ばす。
ア.2つ の事柄に関 して起こる場合について調べること。
イ.資料の落ちや重なりについて検討すること。
ウ.資料を棒 グラフや折れ線グラフに表 した り,グラフから特徴や傾向を調べた りするこ
と。
第5学 年,Dの(4),
(4)目的に応 じて資料を分類整理 し,それを円グラフ,帯 グラフなどを用いて表す ことがで
きるようにする。
第6学 年,Dの(3),ア,イ,ウ,





ウ.表やグラフを目的)'YV`.応じて 適切に 選んだ り,便 利なものを 工夫 して作った りするこ
と。
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以上の内容は,他 の領域における内容と深いかかわ りをもつことは言 うまでもないことであ
り,特に,「数 と計算」の数え方の指導においては,数え られる対象を範囲の明確な集合 とし
てとらえ,そ の要素の個数を求めさせようとす る場合がある。これはまさに統計的な1つ の操
作であ り,学習指導要領では,第3学 年から統計的考察が要求されてはいるが,こ の学年に至
るまでに,低学年において,素地的内容を培 うことの大切さを意味 し,その育成を重視 してい
るものと考える。
また,第6学 年における,Aの(2),エに示す,「 数が不確定な事象の起 こる程度を表すのに
も用いられることを知ることとも,推定とい う統計的な操作の基礎となる考え方であ り,指導
には留意すべ き点であると考えられる。
なお,長 さなどを測 り,それを記録することの学習に対しても,統計的調査の一過程 として
考えるべ きであろうと思 う。(資料～ 「表とグラフ」の系統参照)
2.小学校 における統計教育
統計 といえば,誰れ しも直 ぐ数学を連想するだろう。確かに統計 と数 との間には密接な関係
があ り,数か らはなれて統計は認識 されないといってもいいだろ う。
ところが,数 といっても,種々の数があ り,数学に出て くる大小さまざまな数,ま た,生活
上に関係する具体的な年令,身長,そ の他がある。その数には,具体的な性格をもった数であ





人 口のように,統 計単位の数を数える場合 と,一方,生 活費のように収入,支 出の件 ごとの金
額を合計する場合とがある。(前者を統計数集団,後者を計量集団という)
また,人 口,住宅,農 家,工場等の統計単位を一定の時点での統計集団として認識 した り,
家計の支出,出生,死 亡,賃 金等についてみ る統計単位は,で きごとの統計集団として把握す
る場合もある。
以上のような統計に関する諸kの 内容について考えてみるとき,小学校における統計教育に
おいては,単 に数量 ・形の生活 として受けとるだけではなく,全体的な立場に立って把握させ
るように育成 してい くことがあるべ き姿であると考える。
3.統 計教材の内容
統計教材は,計 数の統計 と変量の統計があるが,必ず しもここに分けて考えるべきものでは
ないと思われる。しかし,小学校においては,大別 して,こ のように考え られている。
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この学習では,数量の関係を調べるため,資料を分類 した り,整理みた りして,そ の関係を
見やす くすることが大切なねらいになっている。
そこで,第1学 年では,既 に学習している数えること等に関連させなが ら,男女別 とか,色
別等に分類しなが ら数えた り,また,そ れを整理 し,表の形にまとめた りすることが学習内容
になる。
この場合,資 料の記録を行 う時は,○や×を用いた り,数字を用いた りするほか,場 合によ
っては,「正の字を書 くことによって,5個 ずつまとめて用いることを,こ の学年の指導する
のも,1つ のね らい としてい る。
右 の表1は,「 輪 なげ」 の記録を表 した も
のである。○ は,は いった しるし,× は,は
ずれた しる しに して,表 を作 らせた もので あ
るが,表1は,輪 のはい った1頂に,○,×,
×,と そのま ま記録 してい るもので,学 習の
第1段 階 なのであ る。












































このような表の指導は,よ り適用を十分にするため 第2学 年においても指導することにな
る。
○,× の表が,一次元の表に発展するのであるが,項 目が一方だけのものであって,表 とし
て最 も初歩的なものなのである。
この学年では,「輪投げ」を行った結果を,分 類 ・整理するね らいによって作成 されたもの
であ り,段階を経て,見やすい形 として表現 してい くまでが,初 歩的な学習の過程 と言えるの
である。
② 二次元の表
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的な生活 との関連に よって指導す るこ とに なる。
右 の表4は,5月 と6月 の天気を調べた表 である。5月 に は,
晴れの 目が何 日か,6月 には,雨 の 日が何 日か等 につ いて考察 さ
せ る ことをね らい とした学習内容である。一方 では,晴 ・曇 ・雨
)'YY1...ついて の天気を表 し,も う一方 では,5月 ・6月等 の月別 を表
してい る。
ここに,一 次元の表 とは異なる ことが,子 どもたちに も理解 できる よ うにす るのである。
③ 分割表 とその分析
5年生,6年 生 の段階 においては,初 めか ら複雑で,資 料 の用語 がむず か しい ものにつ いて
は,算 数科では用いない ことを考 慮 して学 習を進めない ことが適切 と考 え られ る。






































合 計50 45 95
しか し,各種産業の生産高 とか,国 際間における輸入 ・輸出などの貿易商等,き わめて大き
な数を必要 とする場合も考えられるため,こ れらの指導にあたっては十分注意が必要 となろ
う。
ここで,「学級の職業 しらべ」(表5)を もとに,統 計教材の性格について考察を深めてみた
い。
まず,表5の 内容として,
。 それぞれの職業に対する家庭の数が,全 体の戸数に対 して何%に あたっているか。
。 それぞれの職業が全体)'Y`対して,ど んな割合であるか。











いて話 し合いながら,大きく農業,商 業,つ とめ人が多 く,残 りはい くつかの職業に分散 して
いるため,これ らをまとめてその他として処理 し,表 として作成することになる。分割表につ
いての学習は,こ のように構成 してい くことになろ う。
5年生,6年 生の 時期においては,こ れ以上進んだ 内容を指導することは 困難 と考えられ
る。









たとえば,表6に みられるような,ク ラスの子 どもの体重の統計
にあっては,ク ラスの個kの 体重を測定 し得た ものである。このよ
うな場合の体重の量を変量 と呼ぶ ことになるが,こ の変量について
は,集 団における子 ども個女の体重について測定する量のこととみ

















特徴を測定値,個 数などの数量的な資料を調べることをとおして,それ らを分析 し,そこか ら
得た結果を抽出 しようとする行動全体を指すのであるが,こ の過程か らみると,度数分布にお
ける調査は,大 きい数を処理する場合には,必要欠 くべからざる方法になると考えられる。
なお,こ うした大きい数を対象 とする考察には,そ の代表値をどのように求めるかが問題に
なろ うし,また,平均については,求 めたものとの直接的な関係をとらえさせることは困難に
なると思われるが,こ の学習にあっては基本的な考え方として重要であ り大切になるだろ う。
数表が統計的方法の手段 として重要であると同時に,それをグラフ化してはじめて統計の使
命が達せ られることが多いと考えられるが,こ れが,統 計図ともいわれる理由であると思わ
れ,円 グラフや帯 グラフの教材の必要性が生 じると言える。
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また,度 数分布表の活用は,生 のままの資料についての,変量の値が,整 理 しやす く,みや
す くしたものであるため,小学校における統計指導には欠かす ことのできないものであろ う。
さらYr`.,分布状態を視覚的にとらえさせ ようとする,ヒス トグラムとか,度数分布多角形の
適用についても考ねぽならない。










⑤ ヒス トグラム,度数分布多角形などが考え られる。
ここで,度数分布に関する諸内容についてさらに考察を深めてみたい。
まず,級 間の取 り方について培 うべき要点について考えてみる。
級間の取 り方については,4学 年か ら発展 して,体 重等の連続量 として学習 し,級間を決定
す る方法を じゅうぶん考えさせ理解を深化させる必要がある。
表6は,体 重の度数分布表であるが,一般的にみたとき,階級値 と,その級間に属する度数
を示 したものであ り,こ の表における級間の代表値は,体 重20.5～21.4の階級においてセま,
21kg,その中間の値が とられるわけであ り,階級の両端が和の半分が階級値になる。
このように,小 学校における教材においては,級 間がすべての階級 とも等 しい場合を主軸に
指導することがよい。
また,特 に分布を表わすとい う立場か らみると,階級の幅を同 じにすること,境 目の資料の
重複が生じないことなどについて,十 分検討することが指導上の注意すべき点になるだろ う。










料)'Y`.よって,そ の内容は多様であ り,たとえぽ,身長を とったにせよ,体重を とったにせよ,
一学級程度の人数を対象とするときは,度数分布多角形を作成すれば,お よそ左右が対称的な
分布になると考え られるが,こ れが多数を対象とす る場合には,ど のような点が課題になるだ
ろうか。
典型的なモデルである度数分布曲線は,左 右対称な正常分布曲線 となるが,山型 とか,左へ







これを,5年 生の学習 として,ど のように指導すれぽ よいのだろ
うか。
(1)表7は,10点 ごとに まとめてあ ること。
(2)30以上 は,30点か ら上で,30点を入れ ること。
(3)40点未満は,40点にた りない もので,40点は入
らない こと。
以上,(1)～(3)の内容を理解 させ,こ の表か ら,ど の
よ うな ことがわか るか,考 察 させ るのである。
表7か ら,図1の ような ヒス トグラムに表わ してみ
る ことか ら,次 の(1)～(3)の内容を学習 してい くのであ
る。
(1)人数 が一一番多いのは,何 点代か。
(2)その両側は,ど うな ってい るか。
(3)60点代か ら90点までの人は何人か。
この よ うに して,代 表値 とか,散 布度について,よ
り深 い研究の必要 が生 じるだろ うと考 え られる。
図1
表7
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次の例によって,こ の立場を明確にしてみよう。
すなわち,野球選手の打撃率についてみると,これを,こ れまでの個kの 選手の成績とみれ
ば,こ れは 「決定的」な判断であ り,個kの選手の給料等を決定する資料になるだろ う。 しか
し,今後の打撃の可能性 とい う視点からみれば,こ れは,「確率的」な判断を示す ものであ り,
個kの 選手に対する期待を表わすといってよいだろ う。 この場合における重要な点は,お そ ら
く後老の立場での打撃の認識を考えられる。
これらは,また,統 計指導における 「平均値」 「期待」の語が もつ感 じの相違によく似てい
ると思われる。
なお,生活上に生L'る過去の実績を示す平均値によって,将 来を予測する期待値に転ずるこ
とが よくあるが,こ れらを,算数の学習においても,割合や平均値を,こ の両面か ら平等に指
導することの必要性を意味 していると考えられる。
この必要性を,事 例を挙げ明確にしてみたい。
「ある地方で,従来か ら毎年平均3回 水泳事故があった」とい う新聞記事を読み,厂今年は,
既に,3回 の事故が発生 しているか ら,も う大丈夫だと安心して泳げる」と考える子 どもがい
たとすれぽたいへんである。
このように決定的な考え方の立場によって,平均や割合について指導がなされたとすれぽ,
これに類す る誤解が生 じかねないといえるだろ う。
小学校において も,従来の指導では,過 去のデーターの表現 として用いられることが多かっ
たのであるが,統 計とは,未 来に役立つものとい う性格をもつ ものであ り,この観点に立ち統
計指導を行 うとすれば,ど うしても,確率の考え方の導入が必要にな り,重視 しなければな ら
ないだろ う。
昭和52年改訂の学習指導要領においては,確率に関する内容がかな り後退している。 「数量
関係」の領域からは,「確か らしさ」(確率)の名称が消え,「 数と計算」の領域に,次 のよう
な項 目が加えられている。 「数が不確定な事象の起こる程度を表すのにも用いられることを知
ること」一(6年生 ・A,(2)・1)
このように,内容が後退したとはいえ,先 人がい う 「人間は幾何学的直観 とはちがって,確











これらの内容を考える場合には,項 目としては,一応3つ に分け られてはいるが,内 容の,
相互の関連,重複等を考えれば,項 目ごとに内容を切 り離 して考察することはむずかしいと思
われるが,便宜上,次 の区分にしたがって内容について考えてみることにする。
(1)資料の整理
資料を整理する場合には,そ こに存在 し必要 とする目的 とか,目 標,す なわち,問題意識が
なければならないし,必要 とする問題意識は,当然のことなが ら,具体的な子どもの生活上に
生'じるものであることが大切である。 したがって,真 の問題意識 といわれるものは,決 して教
科書などによって画一的に考%..られるようなものではないのである。
もちろん,教科書にも,い くつかの問題意識を生み出す場面を提示 してはいるが,こ れはあ
くまでも参考資料とか1つ の事例として考える必要があろ う。
また,子 どもたちの身近かに適切な素材がみ られない時は,子 どもの遊びの場をとお して,
子ども自身の必要性か ら,資料を作成 させるように向けることが大切になると考えられる。
2年生に,「 きろ くとせい り」 といった,2つ の題材がある。(小学算数2年下,大阪書籍)
その1つは,厂 たまあてあそび」の題材である。 この学習では,子 どもたちの遊びを とお し
て,子 どもたちに問題を意識 させ,そ の解決に必要 となる資料の整理をさせる場面を構成 し学
習に導入する。
この学習場面では,子 どもたちに実際的にこのような遊びを体験させることが必要であ り,




右 に示す表8は,5月 と6月 の 「天気 しらべ」 を したもので
あ る。5月 に は,晴 れた 日が,何 日あ ったか,6月 には,雨 の
日が,何 日あ ったか等について考え させ るのであ るが,一 方で
は,晴,曇,雨 についての天気を表 わ し,も う一方では,5







新指導要領の改訂にともない,低 学年における合科的な指導を重視しているが,こ の点か ら
考えて,教 科書をそのまま指導するとなると,「どこかの地方の,あ る年の5月,6月 の天気」
とな る。
そ こで,他 の教科の学習 とも関連させなが ら,その地方で,そ の年の,そ の月の天気 しらべ
を,合 科的な視点に立って指導することが大切になるだろ う。
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さて,こ のような学習の場をとおして収集 した資料をどのように整理するかが次に問題にな
る。
そこで,まず,「 整理」 または,「調査の項 目」を決定する。
例えば,厂天気 しらべ」では天気を,「 はれ,く もり,雨」にするか,ま た,そ れに 「雪」
を加えるか,同時に,調査 の時期や地方の問題等を考えることも重要である。
また,「 はれのちくもり」を,ど のようにす るか。調べる時刻を,何時か ら何時までにする




そこで,こ こでは,指導者によって,目 的に合った数表を考え,枠 のみを作成 し与えること
がよいであろ う。
数表は,一種の関係表現の方法である。一般的には,あ る種の項 目xに対 して,他 の種の項
目yを対応させることになるが,こ の場合,最 初,xの 項目は,非 数量的な質をもつ ものをに
し,yの項 目だけを数量的なものにする。
そ して後になって初めて,x・yとも,数 量的なものにしていくのが,数 表の作成に関す る
学習の順序であろと思われる。

















それぞれ固有の 特徴をもつものであるから,そ れぞれの 特徴をよりよく理解 さ
せ,そ の場,そ の場に応 じて,子 どもたちが適切に利用できるよう指導することが必要であ り
大切であると考えられる。
グラフに共通する目的は,直観的な関係表示をするとい う性格をもつものである。一方数学




言語 ・数式に比べ,図 は,正確 さ,論理性からは見劣 りはするだろうが,直 観性か ら考えれ
ぽす ぐれた性質をもつ,表 現方法であることはい うまでもないことだろう。
ここで,それぞれのグラフの性質から,それぞれのグラフの指導について考>z..てみたい。
まず,棒 グラフについてみると,このグラフのもっとも主要な利用 目的は,相互比較に適切
であると言 う点であろ う。特に,棒 グラフをとおして,最大の項 目,あるいは最小の項 目を読
み とった り,大きさにしたがって項目に順序をつけた りす る内容については,こ の棒 グラフは
適切であ り,効果的であると考え られる。
棒 グラブについての学習は,3年 生の学習内容になっているが,こ の学年に至るまでには,
既に,1,2年 生においても,分 離量(個 数)に ついては,統 計として 指導され,棒 に代え
て,○ ×などを重ねて表わす方法が用いられている。
この素地に立って,棒 に置きかえると言 う操作がなされるわけである。
折れ線グラフは,各項 目が順序をもっているとき,特に,時 間的 ・空間的糸列をなす場合に
おいてみられる事象の変化を とらえるために利用されるが,し ばしば連続的変化 として断片的
な表現とみなされる場合も考えられる。
すなわち,本来ならば,な めらかな曲線グラフになるはずのものが,何 か所かを選んで描い
ているため,折 れ線 グラフになった とい うことである。
このことを 「気温の時間的変化」を題材 とした学習Y'`ついてみると,この学習においては,
1時間ごとに測定しとらえた数値を,折 れ線グラフとして表わすことができるが,こ れは本来
な らぽ,な めらかな連続曲線で表わすべきものであろうが,小学校においては,曲 線を描 くこ
と自体がむずかしいぼか りではなく,なめらかな連続性の概念についてもむずか しいため,こ
の段階での学習では,折 れ線のままでの学習になる。 これが,6年 生の 「反比例のグラフ」の
学習にまで発展して初めて,な めらかな曲線 として表わす ことの学習になる。
帯グラフ ・円グラフの学習は,5年 生の内容であるが,こ こでは,割合の概念との密接な関
連による学習にな りうると考えられる。 しかし,この場合には,全体に対する各部分の割合表
示 として用い られることになるだろ う。
なお,帯 グラフは,相 互比較の学習において適切であ り,割合表示には,新 聞で,あ るいは
雑誌で とい うように,全 体性を円で表示することが自然であると思われ,こ の段階での学習に
おいては十分と言えるだろ う。
しか し,実際においては,円 グラフは,全 円周が中心角360°に対応 しているのに対 して,百
分率は100%が全体 となっている。 百分率で 表示 されたものを円グラフに表すのは不便 と言 う
ことになる。
そ こで,今 回改訂の新学習指導要領においては,次 のように示 し,注意を うながしている。
「円グラフを描 く場合には,10等分,ま たは,100等分の目盛 りのグラフ用紙などを用いるこ
一51一












この学習では,た だ学級の記録 として考えれば,棒 グラフの内容として指導 されることにな
るだろ うが,他 の学級と同質として,6年 生全体とい う集団を背後に予想し,これを母集団の
標本 とみた ときには,初 めて,統計学的な意味をもつことになるだろ う。
※ 「ソフ トボール投げの記録」の学習場面。(小学算数6年下大阪書籍)
「林くんの学級のソフ トボール投げで,女子の記録は,右 の表のようになりました。男子のときと同じ




2.記録が20以上25皿 未満の人数は,全体の何%で しょうか。2け たの概数で表しましょう。
3.記録が25皿 以上の人数は,全体の何%で しょうか。2け たの概数で表 しましょう。
ソフ トボール投げの記録(女 子)
番号 きょり(m) 1齶[き ・り(m)
1 23 11 17
2 21 12 26
3 15 13 13
4 32 Z4 18
5 11 15 14
6 22 16 25
7 20 17 31
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目的 は,1つ の集 団の全体的特徴 の把握 と言 う点に ある。
加 えて,そ の集 団的特徴 を表現す る方法 に とって重要 なもの として,先 に考察 して きた表 や
グラフがあるが,数 学的な取扱 として,特 に重要 な もの として,平 均 の分布 と,標 準偏差があ
る。
平均 は,よ く知 られてい るよ う)/YVI-f全体 の代表値 の1つ であ り,分 散 は,ち らぽ りの状況を
示す数値の1つ である。
次 の表9を みてみ よう。
この右 の表9は,A,Bの2つ の組 で,1点,2点,3点 を とった老の人数を示 した ものな
の で あ る 。












A,Bの2つ の組は,平 均値 においては,同 じ2点 であるが,分 散 につ いてみ る と・0・6と
0.4(標準偏差は,40.6,4(雇)であ り,し たが って,B組 の方 が・散 らば りが小 さ く・ よくま と
ま りをみせてい る と言 うことがで き,平 均値 は,同 じ2で あ った として も・B組 の方 の平均 が
代表値 としては価値が高い と言 えるだろ う。
小学校 において は,平 均値 は,学 習内容 として指導す ることにな ってい るが・ 分散は・指 導
しない ことになってい る。 したが って,ち らぽ りの程度において範囲 として考察す ることにな
ると思われ る。
6.教 材 の観 点か ら見 た小 ・中 ・高校 の関連
既に考察 してきた如 く,小学校においては,目 的に応 じて,資料を収集 し・それを正 しく分
類整理 した り,特徴を調べるため表やグラフにまとめた り・また・そのような表やグラフを読
んだ りすることを内容とした,統 計の初歩的なことについて指導されることになっている。
さらに,高学年にはいって,簡 単な場合における平均値や度数分布を通して資料の散 らば り
について考察することにもなっている。
この初歩的内容を基にして,中学校では,小学校での内容を統合 し,さ らに,そ れを発展さ
せてい く学習になる。中学校での確率 ・統計の内容は,数学における他の領域に比べて,日常
生活の中で,あ るいは,現 在学習している理科 ・社会など他の教科領域における学習に・統計
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の知識が役立つ場に出会 うことが多 く,また,適 応できる多 くの面をももっている。
したがって,統 計の指導にあたっては,そ の内容を形式的V'1...扱うことを避け,生徒 の学習場
面や 日常生活場面にある。生徒にとって身近な素材から,生きた教材を選ぶことが大切になろ
う。
同時に,そ れ らの教材を,生徒の実際作業を通 して操作させ,統 計の考}xのよさを身をもっ
て体験させる配慮のある指導がのぞまれる。
さらに,2年 生では,小 学校の内容の統合 ・発展を目的 として,新 聞やテレビ・ラジオ等,
学校内における諸活動に必要となる統計的資料がどのような目的のもとに収集され,ど のよう
に整理され,何が表わされているかを理解する能力を伸ばすことが大切になろ う。すなわち,
目的に応 じて資料を集め,そ れを図 ・表にまとめ,資 料の分布のようすをとらえるとともに,
資料の散 らば りや代表値などに注 目して,そ の資料の傾向を知ることを目標とすることが重要
なのである。
なお,2年 生の学習では,度 数分布表の意味やヒス トグラムの 指導はこれまでと同様であ




そ して,3年 生では,推測統計学の基本概念の指導を目標 とす る。 ここでは,相 対度数(頻





理解にとどめ,また,確 率についても,順列,組 合せの考えを省き,場合の数を,表 や樹形図
を活用して数え求めるよう指導することになる。








高等学校では,全生徒に履修させる 「数学1」 では,統計を指導せず,選択科 目である 「数
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学H」 の 「確率 ・統計」で,統 計理論の初歩的内容が導入されることになる。
なお,標 本調査についても,あ る程度数学的に 指導されることを 考慮に入れる必要があろ
う。




統計指導は,「集団事象の真相把握の能力を養 う」 ことをねらいとして行 うもので あるた
め,常 に,対 象である集団事象に着目し,具体的な目標に,資料を収集 し,これをねらいに即
しながら整理 し,考察するとい う指導が適切なのである。
表やグラフを作成 した り,描かせた りす ることは,そ の集団のもつ真相を追究するためのわ
か りやす く,しかも見やす くするための方法なのである。従来ややもす ると,この統計的手法
に指導が終始されていた感がする。
大切なことは,何 のために表やグラフを作成 させるのか,何 のために統計指導をす るのか と
い う統計指導の原点にかえ り,統計指導の革新のため,指 導者が目的観の確立を図ることが大
切になるだろう。







お わ り に
今回の学習指導要領の改訂にあたって,「 ゆ とりのある教育」が 目標 として描かれている。
その中で,算数教育 もまた従来の教科内容を削減 して,簡素なものにするだけが 「ゆ とりの
ある教育」につながるものでないことは明 らかである。 「ゆとりのある教育」とともに,「 充
実した算数教育」を念頭におかねばな らない。
この際,学 習の主体が児童であることを改めて銘記 し,かれ らの生活体験を重視 しつつ,教
材の精選をはか り,指導の充実をはかることが肝要である。



















































































































・折 れ線 グラフ(用 語)の 特徴 とその読う

















・表 ・グラフのまとめ(算 数の まとめ)
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